
「子ども・若者に係る総合的な計画（仮称）」の策定について 

 

 現在の本市の子ども・若者に係る計画である「京都市未来こどもはぐくみプラン」，

「はばたけ未来へ！京都市ユースアクションプラン」，「京都市貧困家庭の子ども・

青少年対策に関する実施計画」については，令和２年度を始期とする後継計画を策定

する際に一体化し，「子ども・若者に係る総合的な計画（仮称）（以下「新計画」と

いう。）」として策定することとしております。 

 昨年度末に開催した本審議会の全体会議において，新計画のコンセプト及び重点事

項について意見聴取を行っており，検討状況を御報告いたします。 

 

１ 新計画の対象 

  新計画では，子ども・若者育成推進法における子ども・若者育成支援推進大綱に

則し，「子ども・若者」という用語を使用し作成します。 

  新計画における「子ども・若者」の範囲は，０歳から概ね３０歳未満の者としま

すが，施策によっては，４０歳未満までのポスト青年期の者も対象とします。 

  なお，新計画は複数の計画を一体的に策定するものであり，各計画における対象

者の呼称・年齢区分は法令等により様々であることから，施策によっては，「児童」，

「生徒」，「青少年」等の用語を併用する予定をしております。 

子ども： 乳幼児期，学童期及び思春期の者。 

若 者： 思春期，青年期の者。施策によっては，４０歳未満までのポスト青年期の者

も対象とする。 

青少年： 乳幼児期から青年期までの者。 

 ※ 乳幼児期は，義務教育年齢に達するまでの者。 

 ※ 学童期は，小学生の者。 

 ※ 思春期は，中学生から概ね１８歳までの者。 

   なお，思春期は，子どもから若者への移行期として，施策により，子ども・若者

のそれぞれに該当する場合がある。 

 ※ 青年期は，概ね１８歳から概ね３０歳未満までの者。 

 ※ ポスト青年期は，青年期を過ぎ，大学等において社会の各分野を支え，発展させ

ていく資質・能力を養う努力を続けている者や円滑な社会生活を営む上で困難を有

する４０歳未満の者 

 

２ 新計画の構成について（案） 

  新計画の作成に当たっては，新計画の本編である第Ⅲ部を，「目指すまち」や「重

点項目」を記載する「総論」と，新計画に包含する各計画を記載する「各論」に分

けて掲載するなど，市民が目にすることを踏まえ，読みやすく，分かりやすい計画

になるよう作成してまいります。 

  ※ 新計画の構成については別紙１を参照 

 

３ 新計画のコンセプトについて（案） 

  新計画は，以下のコンセプトのもとに策定したいと考えており，令和２年度以降

は，「目指すまち」を実現するための「充実施策」や「新規施策」を推進していき

たいと考えております 

資料３ 



  ※ コンセプトの詳細は別紙２を参照 

≪新計画のコンセプト≫ 

 【策定の基本理念】 

京都で育ち合い，学び合った子どもや若者が将来の展望を持って成長する

とともに，京都に住み，働く人が幸せと希望を感じ，暮らし続けたいと思え

るまちを実現する。 

また，「妊娠前から子ども・若者までの切れ目ない支援」を更に推進し，

結婚・出産・子育ての希望を持つすべての人の想いを叶え，京都市ならでは

の市民力・地域力・文化力を結集した「市民の生き合う力」を高め，進行す

る少子化に立ち向かう。 

 

 【目指すまちのすがた】 

  すべての子ども・若者・子育て家庭を大切に！ 

      笑顔あふれる『子育て・「共育」環境日本一』のまち 

 

４ 今後について 

  本審議会の全体会議，部会及び共同部会において，引き続き意見聴取を行い，今

年度中の新計画策定に向け，検討を進めていきます。 

【主なスケジュール（予定）】 

 令和元年６月～９月   審議会の全体会議，部会及び共同部会の開催 

     ９月～１０月  パブリック・コメントの実施 

    １０月～１２月  審議会の全体会議，部会及び共同部会の開催 

 令和２年１月      新計画の策定 


